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 寺崎英紀会員は地球型惑星の中心核の形成過程とダイナミクスの解明をめざし、高温高圧実験の手法を用いて、主に鉄合金融体の高温高
圧下の物性（粘性、 界面張力）や化学反応（不混和現象、 分配）に関する鉱物物理学的な研究において大きな成果を挙げた。これらの業
績は、寺崎会員の強い問題意識に沿って系統的に成果が積み上げられており、国内、国外の放射光を利用した強力な研究グループを組みな
がら、研究手法の開発においても中心的な立場に立って、研究が展開されている。  
 鉄合金融体の粘性は、地球磁場の原因となる外核の対流様式や核―マントル分化のタイムスケールを推定する上で重要である。寺崎会員
は、放射光を用いたＸ線影像落球法によって純鉄、Fe-S系合金、Fe-C系合金の融体の粘性を最高 16GPaまでの圧力下で測定し、粘性係数
に対する温度、圧力、組成の効果を明らかにした。また、核―マントル分離のメカニズムの基礎となる鉄合金融体の浸透特性の研究を行っ
た。融体の浸透性は融体と鉱物間の界面エネルギーの比によって表される二面角を測定することによって調べることができる。Fe-O-S 系
メルトにおいて、特に酸素の増加によって二面角が顕著に減少することを明らかにした。これは、酸素が鉄融体中で界面エネルギーを減少
させるためであると解釈された。さらに寺崎会員は、放射光を用いた高温高圧 X線トモグラフィー法とラジオグラフィー法を組み合わせ、
Fe-S 系、Fe-P 系などの融体の高温高圧状態での界面張力を世界で初めて測定に成功した。この結果より、液体鉄の界面張力が硫黄の増加
によって顕著に減少することを明らかにした。また、従来の急冷法では決めることが困難であった Fe-O-Sメルトの高圧下での不混和領域
を、高温高圧 X 線ラジオグラフィー法によって正確に決定した。これらの研究成果はドイツのグループとの国際共同研究や、放射光を利
用した大きな研究グループの協力によって得られたものであるが、寺崎会員が研究の中心的役割を果たし、寺崎会員の個性が光るものであ
る。以上の研究以外にも、他の研究者と共同して、浮沈法およびＸ線吸収法を用いた珪酸塩融体、FeS融体の密度測定などに関する研究で
成果を挙げている。以上のように、寺崎会員は鉱物物理学の分野で活発な研究活動を行っていて世界をリードしており、今後の更なる活躍
が期待される。よって、寺崎英紀会員を日本鉱物科学会研究奨励賞受賞者として適格と認め、ここに推薦する。 
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